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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，自閉症スペクトラム障害児が教え手となって他児を教える授業を開発し，
その評価を行うことであった。研究の結果，自閉症児が教え手になる授業を複数，開発・実施することが可能となった
。（1）ノリツッコミを活動内容とし，2人の自閉症児が教えあう授業，（2）6人の障害児が，創作熟語（村上・赤木，
2011）を用いて，相互教示を行う授業を実施できた。このような授業の結果，他児にわかりやすく説明することや，社
会的相互作用を維持しようとする行為が見られ，授業の効果が確認された。

研究成果の概要（英文）：The puropse of this study was to develop and investigate the lesson that childrnen
 with autism spectrum disorder became the tutor. As a result, the two lessons were developed and practiced
. The first lesson is that two children with ASD taught each other through the action, NORI TSUKKOMI. The 
second lesson is that six children with ASD and other disorders taught each other. Through such lessons, c
hildren with ASD tried to expalin clearly and maintain the social interaction. It was cleared that these l
esson's effectiveness. 
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１．研究開始当初の背景 
 
自閉症スペクトラム障害（以下，自閉症と
称する）は，障害の原因や発生過程が明確に
なっていない。そのため，定説といえる教育
方法が確立されておらず，様々な教育方法が
開発・実施されている。代表的なものを挙げ
るだけでも TEACCH プログラム，PECS（絵カ
ード交換式コミュケーションシステム），RDI
（対人関係発達指導法），サーツモデルなど
数多くのものがある 
このような教育プログラムの開発により，
行動障害の減少や対人関係の改善などの効
果が報告されている。しかし，いずれの教育
プログラムにおいても抱えている問題があ
る。それは，子どもを「教えられる存在」と
してとらえている点である。自閉症児は，社
会性に困難があり，こだわりがある。知的障
害を併発している子どももいる。だからこそ，
自閉症児の能力をどのようにつけ，問題行動
を改善させるかという点は重要である。その
反面，彼らを「教える」ことのできる存在と
して教育方法を開発する視点は，結果として
相対的に希薄になっている。 
しかし，自閉症児が「教える」ことのでき
る存在として教育実践を展開することには，
定型発達児を対象とした知見が示してきた
ように，知的発達，社会性の発達，学習意欲
の多様な側面に良好な影響を及ぼすことが
予測される。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，自閉症スペクトラム障害
児が教え手となって他児を教える授業を開
発・実施し，その評価を行うことであった。 
 
３．研究の方法 
 

研究 1 

対象クラス：知的障害と自閉症を併せ持つ 2
名（A 児，B 児）が在籍する小学校・特別支
援学級。A児（4年生，男児，発達年齢 5歳 5
カ月），B児（2年生，女児，発達年齢は 4歳
11 カ月）。担任教員は，観察年度の前年から，
このクラスを担当していた。また，特別訪問
指導員が授業に参加した。観察に先立ち，保
護者および学校長に対して書面を通して同
意を得た。クラス担任には，普段通りに授業
を実施することをお願いした。観察手続き：
2011 年 4月から 7月にかけて，およそ週 1回
の割合で国語の授業の観察を実施した。計 10
回の観察を行った。ビデオカメラで撮影し，
同時にフィールドノートをつけた。ビデオデ
ータおよびフィールドノートから，授業の活
動内容が質的に変化する時期に注目して，分
析を行った。本報告では，特に，1 回の授業

内で，漢字学習が展開した 3回目の授業観察
について報告する。 
 

研究 2 

対象クラス：6 名の障害児が在籍する小学
校・特別支援学級を対象とした。アスペルガ
ー症候群の児童が 2 名（小 6，小 3，いずれ
も男児），自閉症の児童が 2名（小 6の男児，
小 4の女児），ダウン症の児童が 1名（小 5），
知的障害の児童が 1名（小 3）在籍していた。
担任教員は 2人であった。対象とした授業：
2011 年 11 月×日に実施された国語の「創作
熟語」という活動が行われた回に注目した。
創作熟語とは，子どもが既習した漢字を 2枚
組み合わせて，新しい熟語を創るというもの
である（村上・赤木, 2011）。本時の授業時
間は，51 分 14 秒であった。そのうち，担任
が教壇に立った時間は，7 分 17 秒であった。
残りの時間は，児童が教壇に立って説明する
などの行為がほとんどを占めた。児童が教壇
に立っている間，担任は，教室の横の壁際に
位置し，子ども同士の会話を促進する役割を
とっていた。分析手続き：後方から観察した。
ビデオカメラで撮影し，同時にフィールドノ
ートをつけた。ビデオデータおよびフィール
ドノートから，目的に合致するエピソードを
抽出した。 
 
４．研究成果 
 
研究 1 
 3 回目の授業では，
漢字やひらがなを用
いて，「推理クイズ」
という学習を行った。
「推理クイズ」とは，
図 1のように，1人の
児童が 4 つの単語を
四角の枠内に書き，
もう 1 人の児童が
その 4 つの単語に関
連する単語を推測す
るというものである。  
この学習活動は，
今回の授業において
はじめて導入された。 
最初に，図 2 のよう
なやりとりがなされ
た。次に，B 児，担任，筆者，特別訪問指導
員も同様に，推理クイズを出題した。 
その後，教員は，図 3 のように，「赤い」を
書き，A 児，B 児，筆者それぞれに，四角の
中に書くように教示を行った。その結果，A
児は「さくらんぼ」と書き，B児は，「ランド
セル」と書いた。 
 今回の授業では，推理クイズが主活動であ

図 1推理クイズ 

図 3「可逆」的推理 
クイズ 



った。一般的には，推理クイズを反復するこ
とが多い。しかし，今回の授業では，推理ク
イズを主活動としつつも，途中から「可逆的」
に発問するという特徴がみられた。繰り返し
つつずらしていく活動が，自閉症児に受け入
れやすく，かつ，授業を展開していく重要な
視点であることが示唆される。 

図 2 教師と児童のやりとり 

 
研究 2 
総授業時間のうち，「創作熟語」の活動（約
40 分）に焦点をあてて分析を行ったところ，
教師が教壇に立っていた時間は，2％であっ
た。また，6 名全ての児童は，1 人につきお
よそ 3分から 10 分間，教壇に立っていた。 
また，質問者役になった児童が，他の子ど
もを指名した回数は，3 から 5 回であった。
教師を指名した児童はいなかった。 
以上の結果から，自閉症児を含む障害児間
で「指名―被指名」関係が成立していたこと
がわかる。このことは，社会性が困難な自閉
症児どうしにおいても「教えあい」が可能に
なることを示唆する有力な証拠といえる。 
教えあいを可能にする背景には，1）パタ
ーン的：発問―解答―評価が一定，2）具体
的：教材を使って解答評価しやすくしている，
3）自由度が高い：解答・評価の自由度が高
い，4）解答を知らなくても発問できる授業
構造などが関係していると思われる。 
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B児：「いぎりす」「あめりか」「にほん」「ふらん
す」と書き，「なんでしょう」と質問／A児：「ち
ず」と発言。／B児：「ブブー」／教員：「おしい
なぁ」／B 児：「もう 1 回いってください」／教
員：「よう考えたなぁ。ほとんど正解」（と言いな

がら教員が A児に「世界」と耳打ちする）／A児：
「はい」と挙手／B児：「Aちゃん！」／A児：「世
界」／B児：「ブブー」／A児：「国」／B児：「正
解」／教員「Aも偉いし，Bも偉い」 
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